





Eﬀ ectiveness of Consumer Education at Schools: 
An Analysis of Consumer Awareness and Behaviors of 
University Students on Online Shopping
Akiko Yokota
Abstract: The purpose of this study is to analyze the consumer awareness and the consumer 
behaviors of university students on online shopping, and to assess of the effectiveness of 
consumer education at junior high schools and high schools. To this achievement, We carried 
out a questionnaire survey about the consumer awareness and behaviors of university students 
on online shopping.  The ﬁ ndings represent that they are shopping conveniently in an enjoyable 
format. On the other hand, they often encounter a variety of consumer aﬀ airs. Then, someone 
solves the problems, and others act the least. These suggested the eﬀ ectiveness of consumer 
education at junior high schools and high schools.












































































































































































































































































































































































　 全体 男子 女子
家族に相談 3.4 8.2 1.0 
友人に相談 3.4 0.0 3.3 
業者に苦情と補償要求 18.4 26.3 17.8 
メーカーに苦情と補償要求 9.2 10.3 8.9 
警察に相談 0.0 0.0 0.0 
消費生活センターに相談 0.0 0.0 0.0 
弁護士等専門家に相談 0.0 0.0 0.0 
何もしない 62.2 55.2 69.0 
その他 3.4 0.0 0.0 
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対処の時間なし
対処が面倒
相談しても仕方ない
大した被害でない
自分も責任あり
対処方法が分らない
恥かしく言えない
ネットでは当り前
図８　トラブル・失敗を対処しなかった理由
5.5．トラブル・失敗に対する対策
（1）商品情報の確認
商品情報をよく確認してから購入しているかについ
て訊いた結果を著したのが図９である。
「確認している」と「ある程度確認している」を合
わせて92.5％に達しており，ほとんどの回答者がよく
確認していると答えている。
（2）サイトの注意事項の確認
購入の際にサイトの確認事項を読んでいるかを訊い
た結果が図10に示されている。
「確認している」と「ある程度確認している」を合
わせると30.2％になり，３分の１の回答者は注意事項
を読んでいる。しかし，「している」と「あまりして
いない」を合わせると46.0％になり，注意事項を読ん
でいない人が半分近くいることが分かる。
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図10　サイトの注意事項を読んでいるか
（3）キャンセル・返金可否の確認
商品を注文する前にキャンセルや返金ができるか否
かを確認し注文しているかを訊いた結果が図11に示さ
れている。
「確認している」と「ある程度確認している」を合
わせて43.3％になる。「確認していない」と「あまり
確認していない」を合わせて37.0％になる。
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図11　キャンセル・返金受付可否の確認
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学校教育における消費者教育の効果
―　ネットショッピングにみられる大学生の消費者意識・行動に基づく分析　―
（4）販売業者の安全性の確認
購入するとき販売業者の安全性を調べているかを訊
いた結果が図12に示されている。
「調べている」と「ある程度調べている」を合わせ
て55.8％になり，過半数が調べていることが分かる。
しかし，「調べていない」「あまり調べていない」を合
わせると27.0％になる。
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図12　販売者の安全性を調べているか
（5）ウィルス感染予防
ウィルス感染の予防を行なっているかを訊いた結果
が図13に示されている。
「している」と「ある程度している」を合わせて
50.2％なるが，「していない」と「あまりしていない」
を合わせると28.0％になることが分かる。
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図13　ウィルス感染予防の対策をしているか
（6）個人情報の登録注意
個人情報を気軽に登録しないようにしているかを訊
いた結果が図14に表れている。「している」と「ある
程度している」を合わせて65.1％になる。しかし，「し
ていない」と「あまりしていない」回答者も33.8％に
及んでいることが分かる。
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図14　個人情報を気軽に登録しないでいるか
６．結果のまとめ
本研究では，大学生を対象に消費者としての意識
や行動をアンケート調査によって訊きその結果を用い
て，中高等学校家庭科で行なっている消費者教育の成
果が挙がっているかどうかの確認を行なうことを目的
にした。その結果，以下のことが明らかになった。
なお，論文中には詳細に示さなかったが，アンケー
ト調査結果において，男女差はほとんど見られなかっ
た。
・ネットショッピングは，大学生の多くが行っており，
学年が上がるにつれて利用者割合が増加している。
・ネットショッピングを利用する主な理由は，店に行
く時間や交通費が不要，24時間いつでも利用できる，
店より安く買える，品ぞろえが豊富，複数の商品を
比較できる，サイトを見るのが楽しいということで
あり，買物の便利さや商品選択の豊富さ，安さ，楽
しさが魅力となっている。
・主な商品は，服・靴・アクセサリー，書籍・雑誌，
チケットの購入，ホテルや鉄道・バス・航空機の予
約であった。
・トラブルや購入の失敗を体験した人が全体の60％に
及んでおり，学年が上がるにしたがって割合も高
まっている。
・トラブルや購入の失敗で，予想より質が悪い，迷惑
メールが来る，サイズが合わないということであり，
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注文と異なる商品が届いたり返品できると思ってい
たができなかった，ウィルス感染した，ワンクリッ
ク詐欺にあった，多額の請求を求められた，欠陥商
品で軽度の身体的被害を受けたなどの経験がある人
もいた。
・トラブル・失敗時の被害額は比較的安価な場合が多
いが，被害者の４分の１は比較的高い金額の被害に
あっていた。
・トラブル・失敗時に，業者やメーカーに苦情を言っ
て補償請求した人は全体の28％いたが，教科書に消
費者被害の相談機関として示されている消費生活セ
ンターなどに相談した人は皆無であった。また，何
も対応しなかった人は全体の62.2％に及んでおり，
「消費者の責任」として教育されてきた「消費者の
声を上げる」や「行動を起こす」という姿勢が見ら
れない回答者が過半数に及んでいた。
・トラブル・失敗時に何も行動を起こさなかった理由
には，大した被害でない，対処が面倒，ネットでは
トラブルが当たり前，自分にも責任があるとの回答
が比較的多かった。
・商品購入の際には商品情報を確認することを消費者
教育で行っているが，確認している人は過半数であ
る一方，確認していない人も46％いた。
・サイトの注意事項を読んで購入している人は30％程
度であり，読んでいない人は46％であり，読まない
人の方が多かった。
・購入時にキャンセルや返金を受け付けているかを確
認している人および確認していない人は，それぞれ
33％および37％であり，情報の収集・確認の必要性
を教育されていても，半数近くの回答者は実行され
ていない。
・個人情報を気軽に登録しないことを実行している人
は65％に及んでいる。しかし，実行していない人も
12％いた。教科書にはこれに関する具体的な記載は
ないが，記載する必要があるといえる。
７．考察
今日では特に若者の間でネットショッピングが盛ん
に行なわれており，今後も益々増加していくと予想さ
れている。ネットショッピングは，消費者にとって便
利で楽しいものである反面，注意して行動しないと不
満や危険や損害が生じる。
教科書の中では，ネットショッピングを利用する際
の危険や損害について説明しているが，若者にはその
危険や損害を深刻に考えていない様子が見られた。ま
た，自立した消費者として積極的にトラブルの予防や
解決に向かって行動する意識が充分形成されている
とはいえない。また，消費者にとって住みよい社会を
つくっていくためにも，消費者は「消費者の５つの責
任」を果していく必要がある。しかし，自立し責任を
果す消費者を育成するという面で考えると，学校教育
における教育効果はまだ充分発揮されているとはいえ
ない。
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